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埋蔵文化財調査室 

キャンパス散歩  

東大キャンパス地下めぐり II

青
８
号
に
お
い
て
江
戸
時
代
以
降
の
発
掘
調
査
成
果
と
し

て
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
調
査
地
点
数
ヶ
所
を
紹
介
し
た
。

工
事
塀
の
向
こ
う
側
で
、
私
達
が
独
占
し
て
い
る
地
下
探
索
の
雰

囲
気
を
少
し
は
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
で
あ
ろ
う
か
。 

　
今
号
で
は
江
戸
時
代
以
降
の
調
査
成
果
と
し
て
前
号
か
ら
漏
れ

て
し
ま
っ
た
地
点
を
含
め
て
、
江
戸
時
代
以
前
の
調
査
成
果
も
紹

介
し
た
い
。
な
お
前
回
は
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
み
で
あ
っ
た
が
、
今

回
は
本
郷
以
外
の
東
大
施
設
も
紹
介
す
る
都
合
上
、
地
点
名
の
頭

に
所
在
地
を
書
く
よ
う
に
し
た
。 

  

江
戸
時
代
以
降
（
そ
の
二
） 

 

遺
跡
地
図 

文
京
区
本
郷
　
医
学
部
附
属
病
院
病
棟
建
設
地
点
（
現
・
入

院
棟
） 

 
　
東
大
病
院
地
区
は
絵
図
面
か
ら
加
賀
藩
邸
、
大
聖
寺
藩
邸
、
富

山
藩
邸
、
越
後
高
田
藩
邸
、
講
安
寺
（
講
安
寺
は
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
南
東
部
に
隣
接
し
て
現
存
）
が
あ
っ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
。
こ
こ
も
加
賀
藩
の
上
屋
敷
が
本
郷
の
藩
邸
に
代
わ
る
天
和
三

年
（
一
六
八
三
）
か
ら
は
大
聖
寺
藩
邸
内
に
あ
た
り
、
そ
れ
以
前
は

加
賀
藩
邸
の
飛
び
地
と
し
て
黒
多
門
邸
と
呼
ば
れ
た
建
物
が
あ
っ

た
場
所
で
あ
る
と
文
献
史
料
に
は
記
さ
れ
て
い
た
。
黒
多
門
邸
は

人
質
と
し
て
差
し
出
し
た
重
臣
の
子
弟
を
藩
邸
内
で
監
督
す
る
（
証

人
制
度
）
た
め
の
屋
敷
で
あ
り
、
そ
の
制
度
が
廃
止
に
な
る
寛
文

五
年
（
一
六
六
五
）
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
屋
敷
で
あ
る
。
そ
れ
以

降
、
天
和
二
年
（
一
六
八
ニ
）
の
火
災
（
「
八
百
屋
お
七
の
火
事
」
）

で
藩
邸
が
全
焼
す
る
ま
で
は
、
足
軽
、
聞
番
な
ど
の
身
分
の
低
い

家
臣
が
住
ん
だ
と
さ
れ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
火
事
で
焼
失
し

た
長
屋
群
（
写
真
１
）
が
見
つ
か
り
、
出
土
遺
物
や
土
地
利
用
の

変
遷
な
ど
か
ら
、
天
和
二
年
（
一
六
八
ニ
）
の
火
災
で
焼
失
し
た
長

屋
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
前
述
の
足
軽
・
聞
番
な
ど

が
住
ん
で
い
た
長
屋
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

 

遺
跡
地
図
　 

文
京
区
本
郷
　
工
学
部
十
四
号
館
地
点
（
現
・
工
学
部
十
四
号
館
） 

 

　
こ
こ
は
、
絵
図
面
に
加
賀
藩
邸
西
側
へ
食
い
込
む
形
で
描
か
れ
て

い
る
幕
府
先
手
鉄
砲
組
の
与
力
、
同
心
組
屋
敷
の
一
部
（
「
御
先
手

組
」
）
に
当
た
る
。
発
掘
調
査
し
た
結
果
、
地
下
室
、
井
戸
、
ご

み
穴
な
ど
が
何
度
も
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
（
写
真
２
）。
出
土
し
た
も
の
は
陶
磁
器
類
の
ほ
か
に
、
大
名

藩
邸
の
調
査
地
点
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
フ
イ
ゴ
の
羽
口
、
鉄
く
ず

な
ど
、
金
属
の
製
造
に
と
も
な
う
物
（
写
真
３
）
や
土
人
形
（
写

真
４
）
な
ど
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は

大
名
藩
邸
以
外
の
調
査
は
余
り
多
く
な
い
が
、
与
力
、
同
心
な
ど

の
下
級
武
士
の
生
活
や
屋
敷
内
の
土
地
利
用
を
考
え
る
上
で
、
良

好
な
資
料
が
得
ら
れ
た
地
点
で
あ
る
。 

 

遺
跡
地
図   

文
京
区
本
郷
　
病
院
基
幹
整
備
地
点
（
現
・
入
院
棟
前
付
近
） 

   

淡
青
８
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
東
大
病
院
地
区
は
講
安
寺

寺
域
が
一
部
含
ま
れ
る
事
が
わ
か
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
は
そ
の
中
で
も

墓
域
で
あ
っ
た
事
が
発
掘
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
木
棺
、
甕

棺
（
写
真
５
）、
蔵
骨
器
な
ど
の
様
々
な
埋
葬
施
設
が
幾
重
に
も

重
な
っ
た
状
態
で
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
場
所
に
何
回

も
墓
を
造
り
続
け
て
い
る
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お

こ
の
墓
域
に
は
、
加
賀
藩
前
田
家
や
越
後
高
田
藩
榊
原
家
の
藩
士

な
ど
も
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
文
献
調
査
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。 

 

三
浦
市
　 

理
学
部
附
属
臨
海
実
験
所
（
新
井
城
跡
）
新
研
究
棟
建
設
地
点

（
現
・
新
実
験
研
究
棟
） 

 

　
当
地
点
は
、
赤
星
直
忠
氏
が
『
三
浦
半
島
城
郭
史
』
の
中
で

「
新
井
城
の
居
館
の
あ
っ
た
場
所
で
御
殿
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」

と
記
述
し
た
地
区
に
当
た
る
。
新
井
城
は
、
室
町
時
代
の
武
将
三

浦
氏
の
居
城
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
一
五
一
六
年
に
小
田
原
の
北
条
氏
に

攻
め
ら
れ
落
城
し
た
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
大
型
の
掘
立
柱
建
物

跡
や
落
城
の
際
に
埋
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
人
骨
が
多
く
見
つ
か
っ

て
い
る
（
写
真
６
）。 

 

遺
跡
地
図
　 

文
京
区
本
郷
　
医
学
部
附
属
病
院
看
護
婦
宿
舎
地
点
（
現
・
看

護
婦
宿
舎
） 

 

　
こ
こ
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
以
降
は
富
山
藩
の
上
屋
敷
、

そ
れ
以
前
は
加
賀
藩
の
下
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
で
、
発
掘
調
査
で

は
そ
の
頃
の
生
活
の
痕
跡
も
数
多
く
見
つ
か
っ
た
。
そ
し
て
更
に
江

戸
時
代
の
生
活
面
の
下
か
ら
古
墳
時
代
（
四
〜
七
世
紀
）
の
住
居

址
が
六
基
見
つ
か
っ
て
い
る
。
調
査
地
点
の
西
側
に
位
置
す
る
住
居

址
は
江
戸
時
代
の
開
発
に
よ
っ
て
大
き
く
破
壊
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て

痕
跡
を
残
す
程
度
で
あ
っ
た
が
、
東
側
の
住
居
跡
は
比
較
的
良
好

な
状
態
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
７
）。 

　
住
居
か
ら
は
調
理
、
貯
蔵
、
祭
祀
、
装
飾
な
ど
に
用
い
た
土
器

（
写
真
８
）
や
勾
玉
な
ど
が
出
土
し
た
。 

 

遺
跡
地
図
　 

文
京
区
弥
生
　
武
田
先
端
知
ビ
ル
地
点
（
現
・
建
築
中
） 

 

　
当
地
点
は
、
「
弥
生
時
代
」
の
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
壺
形
土

器
が
発
見
さ
れ
た
向
ヶ
丘
弥
生
町
の
一
角
に
位
置
し
て
い
る
。
発
掘

調
査
で
は
弥
生
時
代
の
方
形
周
溝
墓
が
一
基
見
つ
か
り
（
写
真
９
）、

そ
こ
か
ら
は
土
器
（
写
真
　
）、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
管
玉
（
写
真
　
）

な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。
な
お
見
つ
か
っ
た
方
形
周
溝
墓
は

剥
ぎ
取
り
保
存
し
て
い
る
。 

 

目
黒
区
駒
場
　 

数
理
学
研
究
棟
地
点
（
現
・
数
理
科
学
研
究
科
棟
） 

 

　
駒
場
Ⅰ
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
は
、
以
前
か
ら
東
京
都
遺
跡
地
図
に
東

大
遺
跡
と
し
て
範
囲
が
不
確
定
な
が
ら
も
縄
文
時
代
中
期
、
晩
期

の
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
所
で

あ
っ
た
。
こ
の
場
所
の
発
掘
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
早
期
の
屋
外

炉
（
写
真
　
）
が
十
三
群
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

三
鷹
市
　 

国
際
交
流
会
館
（
長
島
遺
跡
）
地
点
（
現
・
三
鷹
国
際
交
流
会
館
） 

 

　
近
く
を
流
れ
る
仙
川
沿
い
に
生
活
し
て
い
た
人
々
が
、
後
期
旧
石

器
時
代
（
約
一
万
数
千
年
前
）
に
狩
猟
道
具
と
し
て
使
用
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
石
器
（
石
や
り
、
ナ
イ
フ
、
皮
な
め
し
な
ど
）
が

出
土
し
た
（
写
真
　
）。 

 

　
淡
青
８
・
９
号
の
ニ
回
に
わ
た
り
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
が
現
在

ま
で
行
っ
て
き
た
調
査
と
、
そ
の
成
果
を
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た

が
、
本
誌
面
を
執
筆
し
て
い
る
最
中
も
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
三
箇

所
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
様
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
今
後
も
東
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
伴
い
あ
ち
こ
ち
で
調
査

が
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら

様
々
な
時
代
の
人
々
の
生
活
の
営
み
を
引
き
続
き
探
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。 

　 　
紙
面
の
都
合
上
、
紹
介
す
る
地
点
も
成
果
も
非
常
に
限
ら
れ
た

も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
は
お
許
し
願
い
た
い
。
な
お
、
本
誌
面

を
読
ま
れ
て
更
に
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
と
思
わ
れ
た
方
は
、

ニ
○
○
○
年
に
東
大
出
版
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
加
賀
殿
再
訪
　

東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｘ
』
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。 
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東京大学本郷構内の遺跡地図 

遺跡地図 23 
写真１　文京区本郷 

附属病院病棟地点検出 
「八百屋お七の火事」で消失した長屋 

遺跡地図 60 
写真５　文京区本郷 

病院基幹整備地点出土　甕棺内の埋葬状況 

遺跡地図 19 
写真７　文京区本郷 

医学部附属病院看護婦宿舎地点検出　住居跡 

 
写真８　文京区本郷 

医学部附属病院看護婦宿舎地点出土　土器 

三浦市 
写真６　三浦市 

理学部附属臨海実験所（新井城跡）出土　人骨 

目黒区駒場 
写真12　目黒区駒場 

数理学研究棟地点（東京大学駒場キャンパス遺跡）出土　炉穴 

三鷹市 
写真13　三鷹市 

国際交流会館（長島遺跡）出土　石器 

遺跡地図 14 
写真２　文京区本郷 

工学部14号館地点　調査区域全景 

遺跡地図 61 
写真９　文京区弥生 

武田先端知ビル地点検出　方形周溝墓 

写真10　文京区弥生 
周溝出土　弥生式土器 

写真11　文京区弥生 
主体部出土　ガラス小玉、管玉 

写真３　文京区本郷 
工学部14号館地点出土　フイゴの羽口と鉄くず 

写真４　文京区本郷 
工学部14号館地点出土　土人形 
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